
 

平成２３年度 

良質な福祉用具・介護ロボットの実用化を推進するための 

体験型・意見交換会 

 

開 催 要 綱 

 
１．目的 

高齢化の進展にともない、要介護者の増加と介護職員の不足、介護ニーズが多様化す

る中、福祉用具・介護ロボット（以下「介護機器等」）の福祉・介護分野における活用

が期待されています。 

そこで、宮城県内の介護保険施設及び関係団体等と先進的な介護機器等の開発研究を

進める事業者等が一堂に集い、介護機器等を利用する側と開発する側の理解を深め、高

齢者介護の現場において、真に必要とされる良質な介護機器等の実用化を推進するため

の方策について検討することを目的として開催するものです。 

 

２．主催 

  公益財団法人テクノエイド協会 

 

３．共催 

社会福祉法人宮城県社会福祉協議会・宮城県介護研修センター 

 

４．後援（予定） 

宮城県  仙台市 

 

５．開催日 

平成２４年３月９日（金） 受付９時３０分 

 

６．会場 

 ○名 称：ＫＫＲホテル仙台（国家公務員共済組合連合会 仙台共済会館） 

      ２階 青葉 

  ○住 所：仙台市青葉区錦町１－８－１７ 

  ○連絡先：電話 ０２２－２２５－５２０１（代） 

 

７．参加対象者及び定員 

（１）介護保険施設の管理者・職員、在宅介護に従事する人 

（２）介護機器等のメーカー及び供給事業者 

（３）大学や研究機関等の関係者 

※定員：５０名（会場の都合上、定員になり次第締切ます。） 

 



８．内容 

別紙１｢体験型・意見交換会 プログラム」参照 

 

９．参加費用 

無料（但し、旅費等は自己負担となります。） 

 

10．申込み方法 

参加を希望される方、別紙２「参加申込書」に必要事項を記入の上、平成２４年２月

２４日（金）までに、下記事務局あてＦＡＸにてお申込み下さい。 

 

〔本件に関する問い合わせ先〕 

宮城県介護研修センター  担当：大場薫・高橋智子 

◇住 所：大崎市鹿島台平渡字上敷１９－７ 

◇電 話：０２２９－５６－９６０８ 

◇ＦＡＸ：０２２９－５６－９７６３ 

 

公益財団法人テクノエイド協会 担当：加藤智幸・五島清国 

◇住所：東京都新宿区神楽河岸１－１ 

◇電話：０３－３２６６－６８８３ 

 



別紙１ 

 

平成２３年度 良質な福祉用具・介護ロボットの実用化を推進するための 

体験型・意見交換会 プログラム 

時  間 内        容 

○９：３０～１０：００ 受  付                           （２階 青葉）

１０：００～○９：３０ 開  会                           （２階 青葉）

１０：０５～○９：３０ 

挨  拶                           （２階 青葉）

公益財団法人テクノエイド協会

宮城県社会福祉協議会・宮城県介護研修センター

１０：１０～１１：３０ 

（各２０分） 

【行政説明等】                        （２階 青葉）

★福祉用具・介護ロボットに関する施策（仮称） 

厚生労働省老健局振興課  福祉用具・住宅改修係 田井祐二 氏

★生活支援ロボット実用化プロジェクト（仮称） 

経済産業省製造産業局産業機械課 技術係長 北島明文 氏

★つながり（絆）の活性化支援（仮称） 

独立行政法人産業技術総合研究所 知能システム部門 副部門長 大場光太郎 氏

★介護ロボット等実用化支援事業と臨床的評価事業の実施（仮称） 

公益財団法人 テクノエイド協会 谷田良平 氏

１１：３０～１２：１０ 

（各２０分） 

【介護現場の現状と介護ロボット等に期待する機能等】      （２階 青葉）

★社会福祉法人旭壽会 特別養護老人ホーム 一心苑 

サービス管理課長 佐藤宏子 氏

★社会福祉法人カトリック福祉会 特別養護老人ホーム パルシア 

施設長 折腹 実己子 氏

１２：１０～１３：１０ 食事休憩（昼食は、各自でご準備願います。） 

１３：１０～１４：１０ 

（各２０分） 

【機器の開発から具体的な国内外における導入事例】       （２階 青葉）

★自動排泄処理装置（エヌウィック）              齋藤徳雄 氏 

★ＨＬＡ福祉用(サイバーダイン社)                山海嘉之 氏 

★アザラシ型メンタルコミットメントロボット｢パロ｣（産業技術総合研究所） 

柴田崇徳 氏 

１４：１０～１５：２０ 

（７０分） 
【機器の体験・デモ、研究者等とのフリーディスカッション】   （２階 蔵王）

１５：２０－１６：３０ 

（７０分） 

【まとめの討議】                       （２階 青葉）

｢実用化に向けた開発者と介護現場の連携の在り方、来年度以降の取組み｣ 

（コーデネーター）国立障害者リハビリテーションセンター顧問 諏訪基 氏

宮城県介護研修センター 田村武暢・大場 薫 氏

テクノエイド協会 五島清国・加藤智幸 氏

１６：３５～○９：３０ 閉 会                            （２階 青葉）

◎プログラム内容は予定であり、変更になる場合もございます。



別紙２ 
ＦＡＸ：０２２９－５６－９７６３ 

宮城県介護研修センター  大場 あて 
 

平成２３年度 

良質な福祉用具・介護ロボットの実用化を推進するための 

体験型・意見交換会 
 

参 加 申 込 書 
 

氏   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ 

  

所   属 
ﾌﾘｶﾞﾅ

 

住   所 
〒 

TEL FAX 

所属・役職 

 

氏   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ 

  

所   属 
ﾌﾘｶﾞﾅ

 

住   所 
〒 

TEL FAX 

所属・役職 

※送り状等は不要です。このまま御送信ください。 
 
参加申し込みは、平成２４年２月２４日（金）までに下記事務局あてに、ＦＡＸ送信下さいます

ようお願いいたします。 
 
                〔参加申し込みに関する問い合わせ先〕 

宮城県介護研修センター 担当：大場 薫 

◇住所：大崎市鹿島台平渡字上敷１９－７ 

◇電話：０２２９－５６－９６０８ 

 


